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 要 旨 

目的： 

韓国未成年女性における危険飲酒および問題飲酒に関連する因子を横断解析した。 

方法： 

2017年に第 13回 Korean Youth Risk Behavior Web-based Survey (KYRBS)を施行した。

123のオンラインでの質問を、13-18歳を対象に行い、43地域の約 75,000人の多層性クラス

ターのサンプルからデータを得た。過去 30日間にソジュ 3杯以上、ビール 2本以上、ウイス

キー3 杯以上等のアルコール乱用経験を危険飲酒とし、過去 12 か月にアルコールで問題を起

こした事実を問題飲酒と定義し「CRAFFT 質問」で評価した。ロジスティック回帰分析を用

いて危険因子が危険飲酒および問題飲酒におよぼすオッズ比と信頼区間を算出した。 

結果： 

62,276 人の全参加者の内、現在飲酒者は 16.1%、危険飲酒は 8.3%、問題飲酒は 6.1%に認め

られた。現在飲酒者の内、危険飲酒は女性 55.4%、男性 48.5%、問題飲酒は女性 38.9%、男性

37.2%と女性で高値だった。問題飲酒は最も強く危険飲酒と関連していた（調整オッズ比 17.53 

[95%信頼区間: 14.63-21.00]）。同様に、女性現在飲酒者では危険飲酒は最も強く問題飲酒と関

連していた（17.76 [14.84-21.27]）。女性における現在喫煙は、危険及び問題飲酒とは 2 番目

に強く関連が認められた。（各々5.22 [3.92-6.95]、2.93[2.21-3.89]）。 

結論： 

韓国未成年女性では飲酒を行っている不健康な者が多い。危険飲酒および問題飲酒は男性よ

りも女性で最も大きな問題になっており、公衆衛生学的な見地から禁酒を進めなくてはなら

ない。 

 


